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(57)【要約】
【課題】接着剤の消費の抑制を図りつつ製本強度を確保
すること。
【解決手段】用紙の一端部にラフニング処理を施すラフ
ニング部５２と、用紙の束の側面に糊付けを行って冊子
を作成するラフニング部５２を除く製本装置５０の各部
と、冊子を作成させる前に用紙の種類に基づいて、ラフ
ニング部５２によるラフニング処理が必要か否かを判別
し、当該判別結果に基づいて当該用紙に対するラフニン
グ処理を実行させる後処理制御部２００と、を備える製
本装置５０。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成する冊子作成手段と、
　用紙の糊付けされる一端部にラフニング処理を施すラフニング手段と、
　前記冊子作成手段により冊子を作成させる前に、前記用紙の種類に基づいて、前記ラフ
ニング手段によるラフニング処理が必要か否かを判別し、必要と判別した場合に当該用紙
に対するラフニング処理を実行させる制御手段と、
　を備える製本装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記用紙の種類が、カラー用紙、上質紙、光沢紙、コート紙のいずれかである場合、前
記ラフニング手段によるラフニング処理を実行させる、
　請求項１に記載の製本装置。
【請求項３】
　前記ラフニング手段によるラフニング処理される用紙の種類を予め記憶している記憶手
段を備え、
　前記制御手段は、
　前記記憶手段に記憶されている用紙の種類に基づいて前記ラフニング手段によるラフニ
ング処理が必要か否かを判別し、前記記憶手段に記憶されている用紙の種類と前記用紙の
種類とが一致する場合、当該用紙に対するラフニング処理を実行させる、
　請求項１又は２に記載の製本装置。
【請求項４】
　前記ラフニング手段によるラフニング処理される用紙の種類の入力指示を受け付ける用
紙種設定入力手段を備え、
　前記制御手段は、
　前記用紙種設定入力手段により受け付けられた用紙の種類に基づいて、前記ラフニング
手段によるラフニング処理の要否を判別し、前記用紙種設定入力手段により受け付けられ
た用紙の種類と前記用紙の種類とが一致する場合、当該用紙に対するラフニング処理を実
行させる、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の製本装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、
　前記用紙の束を構成する用紙の種類が単一の場合、
　前記用紙の束を構成する用紙の種類に基づいて、前記ラフニング手段によるラフニング
処理の要否を判別し、必要と判別した場合に当該用紙の束を構成する全用紙に対するラフ
ニング処理を実行させる、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の製本装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、
　前記用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合、
　前記ラフニング手段によるラフニング処理が必要と判別した用紙及び当該用紙に隣接す
るラフニング処理が不要と判別した予め設定された用紙数の用紙に対して、前記ラフニン
グ手段によるラフニング処理を実行させる、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の製本装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、
　前記用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合、
　前記ラフニング手段によるラフニング処理が必要と判別された用紙が予め設定された用
紙数だけ連続した場合、当該連続した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した用
紙に対して、前記ラフニング手段によるラフニング処理を禁止する、
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　請求項１から４のいずれか一項に記載の製本装置。
【請求項８】
　用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成する製本処理を実行させる際、用紙の束を
構成する用紙に前記ラフニング処理を行なうか否か、又は全ての用紙に対して前記ラフニ
ング処理を行うかの入力指示を受け付けるラフニング実行設定入力手段を備え、
　前記制御手段は、
　前記ラフニング実行設定入力手段により受け付けられた入力指示に基づいて、前記ラフ
ニング手段による前記ラフニング処理が必要か否かを判別し、必要と判別した場合に当該
用紙に対する前記ラフニング処理を実行させる、
　請求項１から７のいずれか一項に記載の製本装置。
【請求項９】
　用紙に後処理を施す後処理装置において、
　請求項１から８のいずれか一項に記載の製本装置を備える後処理装置。
【請求項１０】
　画像を用紙上に形成する画像形成装置と、
　当該画像形成装置により画像が形成された用紙に対して製本処理を行う請求項１から８
のいずれか一項に記載の製本装置と、
　を備えた画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製本装置、後処理装置及び画像形成システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像形成済みの用紙を集積した用紙束に対して、ステイプル綴じや糊付けを行な
い、冊子を作成する製本処理を実行する製本装置がある。糊付けを行なって冊子を作成す
る製本装置は、用紙束の一端部に接着剤を均一に塗布し、用紙同士を接着させ、この用紙
束と表紙を貼着させて冊子を生成している。
【０００３】
　このような製本装置において、用紙束の一端部に塗布された糊接着面積を増やして作成
された冊子（製本）の強度を向上させる処理（ラフニング処理）の技術として、例えば、
用紙の製本処理時に糊が塗布される用紙端辺側に切り欠き部を形成する切り欠き形成手段
を設けた製本装置が開示されている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－６２１４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したような従来の製本装置では、用紙束の全ての用紙に対して切り
欠き部を形成するラフニング処理を施すため、接着剤の浸透が良い用紙に対して多くの接
着剤を塗布することとなり、接着剤の無駄や不要な切屑や本来不要な処理時間が発生する
。また、ユーザがラフニング処理の設定を行い忘れた場合には、用紙の種類によっては、
用紙同士の接着力が不足し、とじ強度が弱い冊子が形成されてしまう恐れがある。
【０００５】
　本発明の課題は、接着剤の消費等の抑制を図りつつ製本強度を確保することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明によれば、用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成する冊子
作成手段と、用紙の糊付けされる一端部にラフニング処理を施すラフニング手段と、前記
冊子作成手段により冊子を作成させる前に、前記用紙の種類に基づいて、前記ラフニング
手段によるラフニング処理が必要か否かを判別し、必要と判別した場合に当該用紙に対す
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るラフニング処理を実行させる制御手段と、を備える製本装置が提供される。
【０００７】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の製本装置において、前記制御手段は
、前記用紙の種類が、カラー用紙、上質紙、光沢紙、コート紙のいずれかである場合、前
記ラフニング手段によるラフニング処理を実行させる。
【０００８】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２に記載の製本装置において、前記ラフ
ニング手段によるラフニング処理される用紙の種類を予め記憶している記憶手段を備え、
前記制御手段は、前記記憶手段に記憶されている用紙の種類に基づいて前記ラフニング手
段によるラフニング処理が必要か否かを判別し、前記記憶手段に記憶されている用紙の種
類と前記用紙の種類とが一致する場合、当該用紙に対するラフニング処理を実行させる。
【０００９】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項に記載の製本装置にお
いて、前記ラフニング手段によるラフニング処理される用紙の種類の入力指示を受け付け
る用紙種設定入力手段を備え、前記制御手段は、前記用紙種設定入力手段により受け付け
られた用紙の種類に基づいて、前記ラフニング手段によるラフニング処理の要否を判別し
、前記用紙種設定入力手段により受け付けられた用紙の種類と前記用紙の種類とが一致す
る場合、当該用紙に対するラフニング処理を実行させる。
【００１０】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項に記載の製本装置にお
いて、前記制御手段は、前記用紙の束を構成する用紙の種類が単一の場合、前記用紙の束
を構成する用紙の種類に基づいて、前記ラフニング手段によるラフニング処理の要否を判
別し、必要と判別した場合に当該用紙の束を構成する全用紙に対するラフニング処理を実
行させる。
【００１１】
　請求項６に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項に記載の製本装置にお
いて、前記制御手段は、前記用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合、前記ラフニ
ング手段によるラフニング処理が必要と判別した用紙及び当該用紙に隣接するラフニング
処理が不要と判別した予め設定された用紙数の用紙に対して、前記ラフニング手段による
ラフニング処理を実行させる。
【００１２】
　請求項７に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項に記載の製本装置にお
いて、前記制御手段は、前記用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合、前記ラフニ
ング手段によるラフニング処理が必要と判別された用紙が予め設定された用紙数だけ連続
した場合、当該連続した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した用紙に対して、
前記ラフニング手段によるラフニング処理を禁止する。
【００１３】
　請求項８に記載の発明によれば、請求項１から７のいずれか一項に記載の製本装置にお
いて、用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成する製本処理を実行させる際、用紙の
束を構成する用紙に前記ラフニング処理を行なうか否か、又は全ての用紙に対して前記ラ
フニング処理を行うかの入力指示を受け付けるラフニング実行設定入力手段を備え、前記
制御手段は、前記ラフニング実行設定入力手段により受け付けられた入力指示に基づいて
、前記ラフニング手段による前記ラフニング処理が必要か否かを判別し、必要と判別した
場合に当該用紙に対する前記ラフニング処理を実行させる。
【００１４】
　請求項９に記載の発明によれば、用紙に後処理を施す後処理装置において、請求項１か
ら８のいずれか一項に記載の製本装置を備える後処理装置が提供される。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明によれば、画像を用紙上に形成する画像形成装置と、当該画像
形成装置により画像が形成された用紙に対して製本処理を行う請求項１から８のいずれか
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一項に記載の製本装置と、を備えた画像形成システムが提供される。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１、９、１０に記載の発明によれば、用紙の種類に基づくラフニング処理の要否
の判別結果に基づいて用紙にラフニング処理が実行されるため、接着剤の浸透が良い用紙
に対して多くの接着剤を塗布することを防止でき、また、ユーザがラフニング処理の設定
を行い忘れても用紙同士の接着力が不足したとじ強度が弱い冊子が形成されることを防止
できるため、接着剤の消費の抑制を図りつつ冊子のとじ強度を確保することできる。
【００１７】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１と同様の効果を得られるのは勿論のこと、接
着剤の浸透が悪いカラー用紙、上質紙、光沢紙、コート紙に対して、ラフニング処理を実
行させることができるため、用紙同士の接着力が不足したとじ強度が弱い冊子が形成され
ることを防止でき、冊子のとじ強度を確保することできる。
【００１８】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２と同様の効果を得られるのは勿論のこ
と、予め記憶されたラフニング処理の対象となる用紙の種類に対して、ラフニング処理を
実行することができる。
【００１９】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、受け付けられた用紙の種類の用紙に対して、ラフニング処理を実行す
ることができる。
【００２０】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、用紙の束を構成する用紙の種類が単一の場合には、用紙の束単位でラ
フニング処理の要否を判別することができる。
【００２１】
　請求項６に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合であって、ラフニング
処理が必要と判別した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した予め設定された用
紙数の用紙に対してラフニング処理を実行させることができ、接着剤の抑制を図りつつ冊
子のとじ強度を強固とすることができる。
【００２２】
　請求項７に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合であって、ラフニング
処理が必要と判別された用紙が予め設定された用紙数だけ連続した場合には、とじ強度が
確保されるものとして、当該連続した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した用
紙に対してラフニング処理を禁止することができるため、冊子のとじ強度を確保しつつ接
着剤の抑制を図ることができる。
【００２３】
　請求項８に記載の発明によれば、請求項１から７のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成する製本処理を実行させ
る際、用紙の束を構成する用紙にラフニング処理を行なうか否か、又は全ての用紙に対し
てラフニング処理を行うかの入力指示を受け付け、当該受け付けられた入力指示に基づい
て、ラフニング処理が必要か否かを判別することができ、ユーザによるとじ強度の選択の
自由度を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
［実施の形態１］
　以下、図を参照して本発明の実施の形態１を詳細に説明する。
　まず、構成を説明する。
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　図１に、画像形成装置１及び後処理装置２を備える画像形成システムＡの断面構成図を
示す。
【００２５】
　図１に示すように、画像形成システムＡは、原稿から画像を読み取り、読み取った画像
を用紙Ｐに画像形成したり、外部装置等から画像データを含むページデータや各画像デー
タの画像形成条件等を含むジョブを受信し、受信したジョブに基づいて画像を用紙Ｐ上に
形成する画像形成装置１と、画像が形成された用紙に後処理を施す後処理装置２とを備え
たデジタル複合機である。図１に示すように、画像形成装置１は、画像読取部２０、操作
表示部３０、プリント部４０等を備えて構成される。
【００２６】
　画像読取部２０は、ＡＤＦ（Auto Document Feeder）と称される自動原稿送り部２１と
読取部２２とを備える。
【００２７】
　自動原稿送り部２１は、原稿トレイＴ１に設置された原稿を、読取部２２のプラテンガ
ラス上に１枚ずつ自動配送する。
【００２８】
　読取部２２は、プラテンガラス、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）、光源などを備え
ており、光源から原稿へ照明走査された光の反射光をＣＣＤ２２ａにより結像して光電変
換することによって、原稿の画像を読み取る。そして、読取部２２により読み取られた画
像（アナログ画像信号）は、Ａ／Ｄ変換されて各種画像処理が施された後、プリントデー
タとしてプリント部４０に出力される。ここで、画像とは、図形や写真等のイメージデー
タに限らず、文字や記号等のテキストデータ等も含む意である。
【００２９】
　操作表示部３０は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＬＣＤを覆うように設けられ
たタッチパネル３１、その他操作キー群等から構成され、ユーザの入力を受け付けその入
力情報を後述する本体制御部に出力し、また、本体制御部から入力される表示信号に従っ
て、各種設定条件を入力するための各種設定画面や各種処理結果等を表示する。
【００３０】
　操作表示部３０のタッチパネル３１上には、後処理装置２において、用紙の束の側面に
糊付けを行って冊子を作成する製本処理を実行させる際、冊子のとじ強度の設定、即ち、
用紙の束を構成する用紙の一端部に糊の浸透性を高める処理（ラフニング処理）を行なう
か否か、又は全ての用紙に対してラフニング処理を行うかの入力指示を受け付ける製本設
定画面や、ラフニング処理される用紙の種類の入力指示を受け付ける画面が表示され、当
該画面により受け付けられた指示を示す操作信号を本体制御部１００に出力する。従って
、タッチパネル３１を有する操作表示部３０は、用紙種設定入力手段及びラフニング実行
設定入力手段としての機能を実現する。
【００３１】
　図２に、製本設定画面Ｇ１の例を示す。
　図２に示す製本設定画面Ｇ１は、後処理装置２が備える製本装置において実行される製
本処理を実行する際の各種条件の設定指示を受け付ける画面であり、表紙印刷設定領域Ｅ
１、表紙印刷面設定領域Ｅ２、表紙断裁設定領域Ｅ３、とじ方向設定領域Ｅ４、とじ強度
設定領域Ｅ５、背表紙幅設定領域Ｅ６、表紙トレイ設定領域Ｅ７、微調整設定領域Ｅ８等
を備えている。
【００３２】
　とじ強度設定領域Ｅ５は、本実施の形態１における後述するラフニング実行処理を行い
当該処理により生じるとじ強度に設定する自動ボタンＢ１、ラフニング実行処理を行わな
いときのとじ強度に設定するふつうボタンＢ２、用紙の束を構成する全て用紙に対してラ
フニング処理を行うことにより生じる強度に設定する強いボタンＢ３を備える。
【００３３】
　即ち、製本装置により生成される冊子のとじ強度は、ふつうボタンＢ２が押下されると
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最も強度が弱く、強いボタンＢ３が押下されると最も強く、自動ボタンＢ１が押下される
とふつうボタンＢ２が押下された場合よりも強く強いボタンＢ３が押下された場合よりも
弱い強度設定となる。
【００３４】
　プリント部４０は、入力されたプリントデータに基づいて、電子写真方式の画像形成処
理を行うものであり、給紙部４１、給紙搬送部４２、画像形成部４３、搬出部４４を備え
て構成される。
【００３５】
　給紙部４１は、複数の給紙トレイ４１ａ、給紙手段４１ｂ、手差しトレイＴ２等を備え
る。給紙トレイ４１ａは、給紙トレイ４１ａ毎に用紙の種類毎に予め識別された用紙Ｐが
収容されており、給紙手段４１ｂによって用紙Ｐを最上部から一枚ずつ給紙搬送部４２に
向けて搬送する。手差しトレイＴ２は、ユーザのニーズに合わせて様々な種類の用紙Ｐを
積載可能となっており、給紙ローラによって積載された用紙Ｐを最上部から一枚ずつ給紙
搬送部４２に向けて搬送する。
【００３６】
　給紙搬送部４２は、給紙トレイ４１ａ又は手差しトレイＴ２から搬送された用紙Ｐを、
複数の中間ローラ、レジストローラ４２ａ等を経て転写装置４３ａへと搬送する。
　また、給紙搬送部４２は、搬送路切換板により、片面画像形成処理済みの用紙Ｐを両面
搬送路に搬送し、再び中間ローラ、レジストローラ４２ａを経て転写装置４３ａへと搬送
する。
【００３７】
　画像形成部４３は、感光体ドラム、帯電装置、画像データに基づくレーザ光を出力する
レーザ出力部とレーザ光を主走査方向に走査させるポリゴンミラーとを有する露光装置、
現像装置、転写装置４３ａ、クリーニング部、定着装置４３ｂを備えている。具体的には
、帯電装置により帯電された感光体ドラムに露光装置でレーザ光を照射して静電潜像を形
成する。そして、現像装置は、静電潜像が形成された感光体ドラムの表面に帯電したトナ
ーを付着させて静電潜像を現像する。現像装置により感光体ドラム上に形成されたトナー
像は、転写装置４３ａにおいて用紙Ｐに転写される。また、用紙Ｐにトナー像が転写され
た後、感光体ドラムの表面の残留トナー等は、クリーニング部により除去される。
【００３８】
　定着装置４３ｂは、給紙搬送部４２によって搬送された用紙Ｐに転写されたトナー像を
熱定着する。定着処理された用紙Ｐは、搬出部４４の排紙ローラに挟持されて搬出口から
後処理装置２へ搬送される。
【００３９】
　後処理装置２は、製本装置５０などの用紙に後処理を施す装置と、画像形成装置１から
搬出された用紙を搬送経路に沿って所定の装置まで搬送させて、所定の排紙トレイに排紙
させる排紙ローラ等と、などを備えて構成される。
【００４０】
　製本装置５０は、例えば、熱溶融された糊を用紙の束の側面に塗布して糊付けを行い冊
子を作成する製本装置であり、搬送部５１、ラフニング部５２、反転部５３、用紙束収容
部５４、塗布部５５、表紙供給部５６、断裁部５７、冊子形成部５８、冊子収容トレイ５
９などを備えている。
【００４１】
　搬送部５１は、複数の搬送ローラを有し、画像形成装置１から搬送された用紙を挟持し
てラフニング部５２、反転部５３、用紙束収容部５４、又は、断裁部５７、冊子形成部５
８へ搬送する。
【００４２】
　ラフニング部５２は、用紙の一端部に糊の浸透性を高める処理（ラフニング処理）を施
すラフニング手段として機能し、例えば、用紙搬送経路上に固設されたダイ、昇降してダ
イに嵌合するパンチ、パンチを昇降させる駆動部、パンチにより切り欠かれた用紙屑を収
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容する屑収容部等を備え、ダイとパンチの嵌合によって用紙の一端部に切り欠き部が形成
されることによりラフニング処理が施される。なお、切り欠き部の形状としては、半円形
、Ｖ字形状、Ｕ字形状等を挙げることができる。
【００４３】
　反転部５３は、傾斜配置された用紙積載台、用紙後端の位置決めを行なう揺動可能な位
置決め部材、用紙幅方向に用紙を整合する整合部材等を備え、搬送部５１から搬送された
用紙を用紙積載台に収容する。
【００４４】
　反転部５３の用紙積載台に載置された用紙は、位置決め部材の揺動により用紙交換の位
置決めがなされ、また、整合部材による用紙幅の整合がなされた後、斜め下方に排出され
、用紙束収容部５４に順次収容されて集積される。
【００４５】
　用紙束収容部５４は、傾斜した集積面を有する支持部材、揺動可能な受け板、縦整合部
材、横整合部材、押圧部材等を備える。
　反転部５３から下降した用紙は、支持部材の集積面上を滑落し、用紙の先端部が受け板
に当接して停止され、縦整合部材により支持部材上に載置される用紙のサイズに応じて、
用紙の降端部を押圧して用紙の先端部を受け板に当接させて用紙の先端を揃えるための縦
整合が行なわれ、また、横整合部材により収容される用紙の側縁を押圧して用紙幅方向の
横整合が行なわれる。
【００４６】
　即ち、画像形成装置１から順次排出される用紙は、反転部５３においてスイッチバック
搬送され、用紙束収容部５４に集積され、縦整合及び横整合が行なわれ、複数枚の用紙か
らなる用紙束が形成される。
【００４７】
　用紙束が形成されると、押圧部材により、用紙束の厚さ方向が押圧されて挟持され、用
紙束が傾斜状態から塗布部５５に対応する状態に保持される。
【００４８】
　塗布部５５は、塗布ローラ、塗布ローラを回転駆動される駆動部、糊等の接着剤を収容
する容器、容器を支持して接着剤の塗布位置に移動可能な移動部材、移動部材を移動され
る移動部、容器に収容された接着剤を加熱する加熱部材等を備える。
　接着剤を収容した容器に浸漬された塗布ローラが回転され、移動部材の移動により容器
と対向する用紙束の面に接着剤が塗布される。
【００４９】
　表紙供給部５６は、表紙となる用紙が収容された表紙積載部、給紙手段等を備え、給紙
手段によって表紙積載部に収容された表紙が冊子形成部５８に搬送される。
【００５０】
　断裁部５７は、回転刃と固定刃から成るロータリーカッタを備え、表紙の搬送方向長さ
を所定長に断裁する。所定長は、例えば、用紙束の背部に表紙を貼着してくるみ製本処理
を行う場合には、用紙の短辺の長さの２倍に用紙束の厚さを加えた長さである。
【００５１】
　冊子形成部５８は、表紙供給部５６から搬送された表紙を受容して所定位置に搬送する
複数の搬送ローラ、表紙を用紙束の接着剤塗布面に圧接させる加圧部材、複数の搬送ロー
ラと加圧部材を支持する移動筐体、整合部、移動筐体を垂直上下方向に移動させる昇降部
等を備える。
【００５２】
　冊子形成部５８に表紙供給部５６から搬送された表紙は、整合部により表紙のサイズに
応じて表紙の幅方向両側面を押圧して幅整合が行なわれ、スイッチバックされて断裁部５
７に搬送され断裁される。そして、再び表紙は冊子形成部５８に搬送され、整合部による
幅整合が行なわれた後、所定位置に上昇され、加圧部材上に載置された表紙の中央部が用
紙束の接着剤の塗布面に圧接されて接着される。
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　その後、用紙束の接着剤の塗布面の側縁に沿って表紙が折り曲げられ、用紙束の表裏面
にオモテ表紙とウラ表紙とが重ねあわされ、冊子が形成される。形成された冊子は、冊子
収納トレイに搬送され、冊子収納トレイ上に積載収納される。
【００５３】
　このように、搬送部５１、反転部５３、用紙束収容部５４、塗布部５５、表紙供給部５
６、断裁部５７、冊子形成部５８により、用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成す
る冊子作成手段として機能する。
【００５４】
　図３に、画像形成システムＡの機能的構成を示すブロック図を示す。
　図３に示すように、画像形成システムＡは、画像形成装置１と画像形成装置１に接続さ
れた後処理装置２から構成されている。
【００５５】
　画像形成装置１は、本体制御部１００、不揮発メモリ１１０、画像読取部２０、操作表
示部３０を備えて構成される。なお、図１で説明した各部と同一の構成には、同一の符号
を付してその説明を省略する。
【００５６】
　本体制御部１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１、ＲＯＭ（Read Only
 Memory）１０２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０３等から構成されている。
【００５７】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０２に格納されているシステムプログラム及び各種アプリケ
ーションプログラムの中から指定されたプログラムを読み出してＲＡＭ１０３に展開し、
ＲＡＭ１０３に展開されたプログラムとの協働で、各種処理を実行し、画像形成装置１の
各部を集中制御する。
【００５８】
　ＲＯＭ１０２は、画像形成装置１で実行可能なシステムプログラム、当該システムプロ
グラムで実行可能な各種処理プログラム、これら各種処理プログラムを実行する際に使用
されるデータ、ＣＰＵ１０１によって演算処理された処理結果のデータなどを記憶する。
なお、プログラムは、コンピュータが読み取り可能なプログラムコードの形式で記憶され
ている。
【００５９】
　ＲＡＭ１０３は、ＣＰＵ１０１にとって実行される処理プログラムなどを展開するため
のプログラム格納領域、入力データ、上記処理プログラムが実行される際に生じる処理結
果などを格納するデータ格納領域などを備える。
【００６０】
　また、本体制御部１００は、ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、ＲＡＭ１０３との協働によ
り、後処理装置２に排出した用紙の用紙情報や、操作表示部３０に受け付けられたとじ強
度の設定情報やラフニング処理する用紙の種類の情報等の後処理装置２係る情報を後処理
装置２に送信する。用紙情報としては、普通紙、厚紙、カラー用紙、上質紙、光沢紙、コ
ート紙等の用紙の種類を示す情報や、当該用紙が属する用紙の束において当該用紙が当該
用紙の束を構成する何番目の用紙であるかを示す情報を含んでいる。
【００６１】
　不揮発メモリ１１０は、データの読み書きが可能な半導体メモリなどにより構成され、
画像形成装置１に係る各種設定データなどを記憶する。
【００６２】
　後処理装置２は、後処理制御部２００、ラフニング部５２を備えた製本装置５０などを
構成される。なお、図１で説明した各部と同一の構成には、同一の符号を付してその説明
を省略する。
【００６３】
　後処理制御部２００は、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３等から構成されて
いる。
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【００６４】
　ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０２に格納されている後処理装置２の各種処理プログラムを
読み出してＲＡＭ２０３に展開し、ＲＡＭ２０３に展開されたプログラムとの協働で、各
種処理を実行し、後処理装置２の各部を制御する。
【００６５】
　ＲＯＭ２０２は、後処理装置２で実行可能な各種処理プログラム及び本実施の形態１に
おけるラフニング実行処理プログラム、これら各種処理プログラムを実行する際に使用さ
れるデータ、ＣＰＵ２０１によって演算処理された処理結果のデータなどを記憶する。な
お、プログラムは、コンピュータが読み取り可能なプログラムコードの形式で記憶されて
いる。
【００６６】
　また、ＲＯＭ２０２は、ラフニング部によるラフニング処理されるべき用紙の種類（以
下、登録要ラフニング用紙）の情報を予め記憶している記憶手段としての機能を実現する
。このラフニング処理されるべき用紙の種類としては、カラー用紙、上質紙、光沢紙、コ
ート紙等の糊の浸透性が低い用紙の種類である。
【００６７】
　ＲＡＭ２０３は、ＣＰＵ２０１にとって実行される処理プログラムなどを展開するため
のプログラム格納領域、入力データ、上記処理プログラムが実行される際に生じる処理結
果などを格納するデータ、画像形成装置１から送信される用紙情報、とじ強度の設定情報
、ラフニング処理される用紙の種類（指定要ラフニング用紙）の情報等の各種情報を格納
する領域などを備える。
【００６８】
　また、後処理制御部２００は、ＲＯＭ２０２から本実施の形態１に係るラフニング実行
処理プログラムとＲＡＭ２０３から用紙情報や、操作表示部３０に受け付けられたとじ強
度の設定等の各種情報を読み出して、とじ強度として自動ボタンＢ１が押下されている場
合、冊子を作成させる前に、用紙の種類に基づいて、搬送された用紙がラフニング部５２
によるラフニング処理が必要か否かを、ＲＯＭ２０２に記憶されている登録要ラフニング
用紙又はＲＡＭ２０３に格納されている指定要ラフニング用紙に基づいて判別し、当該判
別結果に基づいて当該用紙に対するラフニング処理を実行させる制御手段としての機能を
実現する。
【００６９】
　次に、本実施の形態１の動作を説明する。
　図４及び５に、本実施の形態１におけるラフニング実行処理のフローチャートを示す。
図４に、ラフニング実行処理のメインフローチャートを示す。なお、図４に示すフローチ
ャートは、形成される冊子単位毎に後処理制御部２００によって実行される処理とする。
【００７０】
　後処理制御部２００は、画像形成装置１から用紙が搬送される搬入口に設けられている
センサからの信号に基づいて、当該搬入口に到達した用紙（以下、判定用紙）の用紙情報
をＲＡＭ２０３から読み出し（ステップＳ１）、当該判定用紙に対する用紙種判定処理を
実行する（ステップＳ２）。
【００７１】
　後処理制御部２００は、判定用紙がラフニング部５２によるラフニング処理が必要と判
別された用紙（以下、要ラフニング用紙）であるか否かを判別し（ステップＳ３）、要ラ
フニング用紙でない場合（ステップＳ３；Ｎｏ）、ステップＳ５に進む。
【００７２】
　後処理制御部２００は、判定用紙が要ラフニング用紙である場合（ステップＳ３；Ｙｅ
ｓ）、ラフニング部５２を駆動させて当該判定用紙にラフニング処理を施させ（ステップ
Ｓ４）、ステップＳ５に進む。
【００７３】
　後処理制御部２００は、ステップＳ３；Ｎｏ後又はステップＳ４後、判定用紙は、用紙
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の束を構成する複数の用紙のうち最終の用紙か否かを判別し（ステップＳ５）、最終の用
紙でない場合（ステップＳ５；Ｎｏ）、ステップＳ１に戻り、最終の用紙である場合（ス
テップＳ５；Ｙｅｓ）、本処理を終了する。
【００７４】
　図５に、図４に示したラフニング実行処理のメインフローチャートにおける用紙種判別
処理のフローチャートを示す。なお、図５に示すフローチャートは、後処理制御部２００
によって実行される処理とする。
【００７５】
　後処理制御部２００は、ＲＯＭ２０２から登録要ラフニング用紙の情報を読み出し（ス
テップＳ１１）、判定用紙は、登録要ラフニング用紙か否かを判別する（ステップＳ１２
）。
【００７６】
　後処理制御部２００は、判定用紙が登録要ラフニング用紙である場合（ステップＳ１２
；Ｙｅｓ）、判定用紙は要ラフニング用紙であると設定し（ステップＳ１３）、本処理を
終了する。従って、予め記憶されたラフニング処理の対象となる用紙の種類（登録要ラフ
ニング用紙）の用紙に対して、ラフニング処理を実行することができる。
【００７７】
　後処理制御部２００は、判定用紙が登録要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ１２
；Ｎｏ）、未判定の登録要ラフニング用紙がないか否かを判別し（ステップＳ１４）、未
判定の登録要ラフニング用紙がある場合（ステップＳ１４；Ｎｏ）、ステップＳ１１に戻
る。
【００７８】
　ステップＳ１１～１４の処理は、例えば、登録要ラフニング用紙としてカラー用紙、上
質紙、光沢紙、コート紙が設定されている場合、登録要ラフニング用紙として設定された
複数の用紙の種類のうちステップＳ１１において読み出された用紙の種類と、判定用紙の
用紙の種類と、が一致するか否かが判別され、一致する場合には、判定用紙は登録要ラフ
ニング用紙であると判別され、一致しない場合には、ステップＳ１１に戻り、他の登録要
ラフニング用紙として設定された用紙の種類が読み出して、再度比較される。
【００７９】
　後処理制御部２００は、未判定の登録要ラフニング用紙がない場合（ステップＳ１４；
Ｙｅｓ）、ＲＡＭ２０３内に指定要ラフニング用紙の情報があるか否かを判別する（ステ
ップＳ１５）。
【００８０】
　後処理制御部２００は、指定要ラフニング用紙の情報があると判別した場合（ステップ
Ｓ１５；Ｙｅｓ）、ＲＡＭ２０３から指定要ラフニング用紙の情報を読み出し（ステップ
Ｓ１６）、判定用紙は、指定要ラフニング用紙か否かを判別する（ステップＳ１７）。
【００８１】
　後処理制御部２００は、判定用紙が指定要ラフニング用紙である場合（ステップＳ１７
；Ｙｅｓ）、判定用紙は要ラフニング用紙であると設定し（ステップＳ１３）、本処理を
終了する。従って、操作表示部により受け付けられた用紙の種類の用紙（指定要ラフニン
グ用紙）に対して、ラフニング処理を実行することができることから、ユーザが所望する
用紙に対してラフニング処理を実行することができるため、ユーザの好みに応じたとじ強
度を実現することができる。
【００８２】
　後処理制御部２００は、判定用紙が指定要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ１７
；Ｎｏ）、未判定の指定要ラフニング用紙がないか否かを判別し（ステップＳ１８）、未
判定の指定要ラフニング用紙がある場合（ステップＳ１８；Ｎｏ）、ステップＳ１６に戻
る。
【００８３】
　ステップＳ１６～１８の処理は、例えば、指定要ラフニング用紙としてカラー用紙、上
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質紙、光沢紙、コート紙が設定されている場合、指定要ラフニング用紙として設定された
複数の用紙の種類のうちステップＳ１６において読み出された用紙の種類と、判定用紙の
用紙の種類と、が一致するか否かが判別され、一致する場合には、判定用紙は指定要ラフ
ニング用紙であると判別され、一致しない場合には、ステップＳ１６に戻り、他の指定要
ラフニング用紙として設定された用紙の種類が読み出して、再度比較される。
【００８４】
　後処理制御部２００は、指定要ラフニング用紙の情報がないと判別した場合（ステップ
Ｓ１５；Ｎｏ）、又は、未判定の指定要ラフニング用紙がない場合（ステップＳ１８；Ｙ
ｅｓ）、判定用紙はラフニング処理が不要と判別された用紙（以下、否ラフニング用紙）
であると設定し（ステップＳ１９）、本処理を終了する。
【００８５】
　以上のように、本実施の形態１によれば、用紙の種類（予め記憶されたラフニング処理
の対象となる用紙の種類（登録要ラフニング用紙）又は操作入力部により受け付けられた
用紙の種類の用紙（指定要ラフニング用紙））に基づくラフニング処理の要否の判別結果
に基づいて、用紙にラフニング処理が実行されるため、接着剤の浸透が良い用紙に対して
多くの接着剤を塗布することを防止でき、また、ユーザがラフニング処理の設定を行い忘
れても接着強度が弱い冊子が形成されることを防止できるため、接着剤の消費の抑制を図
りつつ冊子のとじ強度を確保することできる。
【００８６】
　特に、接着剤の浸透が悪いカラー用紙、上質紙、光沢紙、コート紙に対して、ラフニン
グ処理を実行させることができるため、接着強度が弱い冊子が形成されることを防止でき
、冊子のとじ強度を確保することできる。
【００８７】
　また、製本設定画面により、用紙の束の側面に糊付けを行って冊子を作成する製本処理
を実行させる際、用紙の束を構成する用紙にラフニング処理を行なうか否か、又は全ての
用紙に対してラフニング処理を行うかの入力指示を受け付け、当該受け付けられた入力指
示に基づいて、ラフニング処理が必要か否かを判別することができ、ユーザによるとじ強
度の選択の自由度を向上させることができる。
【００８８】
［実施の形態２］
　以下、図を参照して本発明の実施の形態２を詳細に説明する。
　本実施の形態２における画像形成システムの断面構成は、図１に示した実施の形態１の
画像形成装置及び後処理装置を備える画像形成システムと同様であるため、図示及び説明
は省略する。また、本実施の形態２における製本設定画面の例も、図２に示した実施の形
態１の製本設定画面の例と同様であるため、図示及び説明は省略する。
【００８９】
　また、本実施の形態２の画像形成システムの機能的構成を示すブロック図は、図３に示
す実施の形態１の画像形成システムの機能的構成を示すブロック図と略同様であるため、
図示は省略し、異なる事項のみ説明する。
【００９０】
　本実施の形態２の後処理制御部２００は、ＲＯＭ２０２から本実施の形態２に係るラフ
ニング実行処理プログラムとＲＡＭ２０３から用紙情報や、操作表示部３０に受け付けら
れたとじ強度の設定等の各種情報を読み出して、とじ強度として自動ボタンＢ１が押下さ
れている場合であって用紙の束を構成する用紙の種類が単一の場合、用紙の束を構成する
用紙の種類に基づいて、用紙の束単位でラフニング部によるラフニング処理の要否を、Ｒ
ＯＭ２０２に記憶されている登録要ラフニング用紙又はＲＡＭ２０３に格納されている指
定要ラフニング用紙に基づいて判別し、当該判別結果に基づいて当該用紙の束を構成する
全用紙に対するラフニング処理を実行させる制御手段としての機能を実現する。
【００９１】
　次に、本実施の形態２の動作を説明する。



(13) JP 2009-95979 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

　図６に、本実施の形態２におけるラフニング実行処理のメインフローチャートを示す。
なお、図６に示すフローチャートは、形成される冊子単位毎に後処理制御部２００によっ
て実行される処理とする。
【００９２】
　後処理制御部２００は、画像形成装置１から用紙が搬送される搬入口に設けられている
センサからの信号に基づいて、当該搬入口に到達した用紙が属する用紙の束の（以下、判
定用紙束）の用紙情報をＲＡＭ２０３から読み出し（ステップＳ２１）、当該判定用紙束
に対する用紙種判定処理を実行する（ステップＳ２２）。
【００９３】
　後処理制御部２００は、判定用紙束の用紙の種類がラフニング部５２によるラフニング
処理が必要と判別された用紙（以下、要ラフニング用紙）であるか否かを判別し（ステッ
プＳ２３）、要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ２３；Ｎｏ）、本処理を終了する
。
【００９４】
　後処理制御部２００は、判定用紙の用紙の種類が要ラフニング用紙であると判別した場
合（ステップＳ２３；Ｙｅｓ）、ラフニング部５２を駆動させて当該判定用紙束を構成す
る全ての用紙にラフニング処理を施させ（ステップＳ２４）、本処理を終了する。
【００９５】
　図６に示したラフニング実行処理のメインフローチャートにおける用紙種判別処理のフ
ローチャートは、図５に示す実施の形態１の用紙種判別処理のフローチャートにおいて、
登録要ラフニング用紙又は指定要ラフニング用紙と比較する用紙の種類が、単位の用紙の
種類から成る判別用紙束の用紙の種類である点以外は、同様であるため、図示及び説明は
省略する。
【００９６】
　以上のように、本実施の形態２によれば、実施の形態１と略同様の効果を得られると共
に、前記用紙の束を構成する用紙の種類が単一の場合には、用紙の束単位でラフニング処
理の要否を判別することができる。
【００９７】
［実施の形態３］
　以下、図を参照して本発明の実施の形態３を詳細に説明する。
　本実施の形態３における画像形成システムの断面構成は、図１に示した実施の形態１の
画像形成装置及び後処理装置を備える画像形成システムと同様であるため、図示及び説明
は省略する。また、本実施の形態３における製本設定画面の例も、図２に示した実施の形
態１の製本設定画面の例と同様であるため、図示及び説明は省略する。
【００９８】
　また、本実施の形態３の画像形成システムの機能的構成を示すブロック図は、図３に示
す実施の形態１の画像形成システムの機能的構成を示すブロック図と略同様であるため、
図示は省略し、異なる事項のみ説明する。
【００９９】
　本実施の形態３の後処理制御部２００は、ＲＯＭ２０２から本実施の形態３に係るラフ
ニング実行処理プログラムとＲＡＭ２０３から用紙情報や、操作表示部３０に受け付けら
れたとじ強度の設定等の各種情報を読み出して、とじ強度として自動ボタンＢ１が押下さ
れている場合である場合であって用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合、用紙の
種類に基づいて、搬送された用紙がラフニング部５２によるラフニング処理が必要か否か
を、ＲＯＭ２０２に記憶されている登録要ラフニング用紙又はＲＡＭ２０３に格納されて
いる指定要ラフニング用紙に基づいて判別し、また、ラフニング部５２によるラフニング
処理が必要と判別した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した予め設定された用
紙数の用紙に対して、ラフニング部５２によるラフニング処理を実行させる制御手段とし
ての機能を実現する。
【０１００】
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　次に、本実施の形態３の動作を説明する。
　図７に、本実施の形態３におけるラフニング実行処理のフローチャートを示す。なお、
図７に示すフローチャートは、形成される冊子単位毎に後処理制御部２００によって実行
される処理とする。
【０１０１】
　後処理制御部２００は、画像形成装置１から用紙が搬送される搬入口に設けられている
センサからの信号に基づいて、当該搬入口に用紙が到達したか否を判別し（ステップＳ３
１）、用紙が到達していない場合（ステップＳ３１；Ｎｏ）、ステップＳ３１に戻る。
【０１０２】
　後処理制御部２００は、搬入口に用紙が到達した場合（ステップＳ３１；Ｙｅｓ）、当
該用紙（判定用紙）の用紙情報をＲＡＭ２０３から読み出し（ステップＳ３２）、当該判
定用紙に対する用紙種判定処理を実行し、判定用紙が要ラフニング用紙であるか否かを判
別する（ステップＳ３３）。なお、ステップＳ３３における用紙種判定処理は、図５に示
す実施の形態１の用紙種判別処理が実行されるため、用紙種判定処理の図示及び説明は省
略する。
【０１０３】
　後処理制御部２００は、判定用紙が要ラフニング用紙である場合（ステップＳ３３；Ｙ
ｅｓ）、ラフニング部５２を駆動させて当該判定用紙にラフニング処理を施させ（ステッ
プＳ３４）、判定用紙は、用紙の束を構成する複数の用紙のうち最終の用紙か否かを判別
し（ステップＳ３５）、最終の用紙でない場合（ステップＳ３５；Ｎｏ）、ステップＳ３
１に戻り、最終の用紙である場合（ステップＳ３５；Ｙｅｓ）、本処理を終了する。
【０１０４】
　後処理制御部２００は、判定用紙が要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ３３；Ｎ
ｏ）、当該判定用紙に隣接する予め設定された用紙の枚数（以下、隣接用紙数Ｎ）を読み
出す（ステップＳ３６）。
【０１０５】
　後処理制御部２００は、判定用紙は、当該判定用紙の用紙情報に基づいて用紙の束の１
番目の用紙（先頭用紙）であるか否かを判別し（ステップＳ３７）、先頭用紙でない場合
（ステップＳ３７；Ｎｏ）、当該用紙よりも前に搬送された隣接用紙数Ｎ枚の用紙（以下
、前用紙群）の各用紙の用紙情報を読み出す（ステップＳ３８）。
【０１０６】
　後処理制御部２００は、前用紙群を構成する各用紙に対して用紙種判定処理を実行し、
前用紙群は要ラフニング用紙である用紙を含むか否かを判別する（ステップＳ３９）。な
お、ステップＳ３９における各用紙に対する用紙種判定処理は、図５に示す実施の形態１
の用紙種判別処理が各用紙に対して実行されるため、用紙種判定処理の図示及び説明は省
略する。
【０１０７】
　後処理制御部２００は、前用紙群は要ラフニング用紙を含む場合（ステップＳ３９；Ｙ
ｅｓ）、ステップＳ３４に進む。
【０１０８】
　後処理制御部２００は、判定用紙が用紙の束の先頭用紙である場合（ステップＳ３７；
Ｙｅｓ）、又は、前用紙群は要ラフニング用紙を含まない場合（ステップＳ３９；Ｎｏ）
、判定用紙は、当該判定用紙の用紙情報に基づいて用紙の束の最終番目の用紙（最終用紙
）であるか否かを判別し（ステップＳ４０）、最終用紙である場合（ステップＳ４０；Ｙ
ｅｓ）、本処理を終了する。
【０１０９】
　後処理制御部２００は、判定用紙が用紙の束の最終用紙でない場合（ステップＳ４０；
Ｎｏ）、当該用紙よりも後に搬送される隣接用紙数Ｎ枚の用紙（以下、後用紙群）の各用
紙の用紙情報を読み出す（ステップＳ４１）。
【０１１０】
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　後処理制御部２００は、後用紙群を構成する各用紙に対して用紙種判定処理を実行し、
後用紙群は要ラフニング用紙である用紙を含むか否かを判別する（ステップＳ４２）。な
お、ステップＳ４１における各用紙に対する用紙種判定処理は、図５に示す実施の形態１
の用紙種判別処理が各用紙に対して実行されるため、用紙種判定処理の図示及び説明は省
略する。
【０１１１】
　後処理制御部２００は、後用紙群は要ラフニング用紙を含む場合（ステップＳ４２；Ｙ
ｅｓ）、ラフニング部５２を駆動させて当該判定用紙にラフニング処理を施させ（ステッ
プＳ４３）、ステップＳ３１に戻る。
【０１１２】
　後処理制御部２００は、後用紙群は要ラフニング用紙を含まない場合（ステップＳ４２
；Ｎｏ）、ステップＳ３１に戻る。
【０１１３】
　図８（ａ）に、各用紙の用紙情報に基づく用紙種判別処理によって判定された判別結果
（要ラフニング用紙又は否ラフニング用紙）の用紙のイメージ図を示し、図８（ｂ）に、
本実施の形態３におけるラフニング実行処理が実行された後の用紙の束を構成する各用紙
のイメージ図を示す。
　なお、図８（ｂ）においてラフニング処理が施された用紙は、一端部にＶ字形状の切り
欠け部が形成される用紙Ｐ３～Ｐ７である。
【０１１４】
　図８（ａ）に示すように、用紙Ｐ１～Ｐ４、Ｐ６、Ｐ７が否ラフニング用紙であり、Ｐ
５が要ラフニング用紙である場合であって、隣接用紙枚数Ｎが２枚に設定されている場合
において、用紙Ｐ３を判定用紙として着目した場合の例を説明する。
【０１１５】
　当該用紙Ｐ３は、否ラフニング用紙であり、かつ、先頭用紙でないため、隣接する２枚
の前用紙群（用紙Ｐ１、Ｐ２）の用紙情報が読み出され、前用紙群を構成する各用紙に対
して用紙種判別処理が実行される。
【０１１６】
　前用紙群は全て否ラフニング用紙であるため、即ち、要ラフニング用紙である用紙を含
まず、また、当該用紙Ｐ３は最終用紙でないため、隣接する２枚の後用紙群（用紙Ｐ４、
Ｐ５）の用紙情報が読み出され、後用紙群を構成する各用紙に対して用紙種判別処理が実
行される。
【０１１７】
　後用紙群に含まれる用紙のうち用紙Ｐ５が要ラフニング用紙であるため、即ち、後用紙
群は要ラフニング用紙である用紙を含むため、用紙Ｐ３にラフニング処理が実行されるこ
ととなる。
【０１１８】
　以上のように、本実施の形態３によれば、実施の形態１と略同様の効果を得られると共
に、用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合であって、ラフニング処理が必要と判
別した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した予め設定された用紙数の用紙に対
してラフニング処理を実行させることができ、接着剤の抑制を図りつつ冊子のとじ強度を
強固とすることができる。
【０１１９】
［実施の形態４］
　以下、図を参照して本発明の実施の形態４を詳細に説明する。
　本実施の形態４における画像形成システムの断面構成は、図１に示した実施の形態１の
画像形成装置及び後処理装置を備える画像形成システムと同様であるため、図示及び説明
は省略する。また、本実施の形態４における製本設定画面の例も、図２に示した実施の形
態１の製本設定画面の例と同様であるため、図示及び説明は省略する。
【０１２０】
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　また、本実施の形態４の画像形成システムの機能的構成を示すブロック図は、図３に示
す実施の形態１の画像形成システムの機能的構成を示すブロック図と略同様であるため、
図示は省略し、異なる事項のみ説明する。
【０１２１】
　本実施の形態４の後処理制御部２００は、ＲＯＭ２０２から本実施の形態３に係るラフ
ニング実行処理プログラムとＲＡＭ２０３から用紙情報や、操作表示部３０に受け付けら
れたとじ強度の設定等の各種情報を読み出して、とじ強度として自動ボタンＢ１が押下さ
れている場合である場合であって用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合、用紙の
種類に基づいて、搬送された用紙がラフニング部５２によるラフニング処理が必要か否か
を、ＲＯＭ２０２に記憶されている登録要ラフニング用紙又はＲＡＭ２０３に格納されて
いる指定要ラフニング用紙に基づいて判別し、また、ラフニング部５２によるラフニング
処理が必要と判別された用紙が予め設定された用紙数だけ連続した場合、当該連続した用
紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した用紙に対して、ラフニング部５２によるラ
フニング処理を禁止する制御手段としての機能を実現する。
【０１２２】
　次に、本実施の形態４の動作を説明する。
　図９及び図１０に、本実施の形態４におけるラフニング実行処理のフローチャートを示
す。なお、図９及び図１０に示すフローチャートは、形成される冊子単位毎に後処理制御
部２００によって実行される処理とする。
【０１２３】
　ステップＳ５１～Ｓ５５は、図７に示す実施の形態３のラフニング実行処理のフローチ
ャートのステップＳ３１～３５と同様であるため、説明は省略する。
【０１２４】
　後処理制御部２００は、判定用紙が要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ５３；Ｎ
ｏ）、当該判定用紙に隣接する予め設定された用紙の枚数（以下、隣接用紙数Ｎ）を読み
出す（ステップＳ５６）。
【０１２５】
　後処理制御部２００は、判定用紙は、当該判定用紙の用紙情報に基づいて用紙の束の１
番目の用紙（先頭用紙）であるか否かを判別し（ステップＳ５７）、先頭用紙でない場合
（ステップＳ５７；Ｎｏ）、当該用紙よりも前に搬送された隣接用紙数Ｎ枚の用紙（以下
、前用紙群）の各用紙の用紙情報を読み出す（ステップＳ５８）。
【０１２６】
　後処理制御部２００は、判定用紙の直前に搬送された用紙（直前用紙）に対して用紙種
判定処理を実行し、当該直前用紙は要ラフニング用紙か否かを判別する（ステップＳ５９
）。
【０１２７】
　後処理制御部２００は、直前用紙が要ラフニング用紙である場合（ステップＳ５９；Ｙ
ｅｓ）、直前用紙を除く前用紙群（残前用紙群）を構成する各用紙に対して用紙種判定処
理を実行し、残前用紙群に含まれる用紙は全て要ラフニング用紙であるか否かを判別する
（ステップＳ６０）。
【０１２８】
　なお、ステップＳ５９、６０における各用紙に対する用紙種判定処理は、図５に示す実
施の形態１の用紙種判別処理が各用紙に対して実行されるため、用紙種判定処理の図示及
び説明は省略する。
【０１２９】
　後処理制御部２００は、残前用紙群に含まれる用紙のいずれかが否ラフニング用紙であ
る場合（ステップＳ６０；Ｎｏ）、ステップＳ５４に進む。
【０１３０】
　後処理制御部２００は、判定用紙が先頭用紙である場合（ステップＳ５７；Ｙｅｓ）、
又は、残前用紙群に含まれる用紙は全て要ラフニング用紙である場合、即ち、判定用紙の
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前にＮ枚の要ラフニング用紙が連続している場合（ステップＳ６０；Ｙｅｓ）、判定用紙
は、当該判定用紙の用紙情報に基づいて用紙の束の最終番目の用紙（最終用紙）であるか
否かを判別し（ステップＳ６１）、最終用紙である場合（ステップＳ６１；Ｙｅｓ）、本
処理を終了する。
【０１３１】
　後処理制御部２００は、直前用紙が要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ５９；Ｎ
ｏ）、又は、判定用紙が最終用紙でない場合（ステップＳ６１；Ｎｏ）、当該用紙よりも
後に搬送される隣接用紙数Ｎ枚の用紙（以下、後用紙群）の各用紙の用紙情報を読み出す
（ステップＳ６２）。
【０１３２】
　後処理制御部２００は、判定用紙の直後に搬送される用紙（直後用紙）に対して用紙種
判定処理を実行し、当該直後用紙は要ラフニング用紙か否かを判別する（ステップＳ６３
）。
【０１３３】
　後処理制御部２００は、直後用紙が要ラフニング用紙である場合（ステップＳ６３；Ｙ
ｅｓ）、直後用紙を除く後用紙群（残後用紙群）を構成する各用紙に対して用紙種判定処
理を実行し、残後用紙群に含まれる用紙は全て要ラフニング用紙であるか否かを判別する
（ステップＳ６４）。
【０１３４】
　なお、ステップＳ６３、６４における各用紙に対する用紙種判定処理は、図５に示す実
施の形態１の用紙種判別処理が各用紙に対して実行されるため、用紙種判定処理の図示及
び説明は省略する。
【０１３５】
　後処理制御部２００は、直後用紙が要ラフニング用紙でない場合（ステップＳ６３；Ｎ
ｏ）、又は、残後用紙群に含まれる用紙は全て要ラフニング用紙である場合、即ち、判定
用紙の後にＮ枚の要ラフニング用紙が連続している場合（ステップＳ６４；Ｙｅｓ）、ス
テップＳ５１に戻る。
【０１３６】
　後処理制御部２００は、残後用紙群に含まれる用紙のいずれかが否ラフニング用紙であ
る場合（ステップＳ６４；Ｎｏ）、ラフニング部５２を駆動させて当該判定用紙にラフニ
ング処理を施させ（ステップＳ６５）、ステップＳ５１に戻る。
【０１３７】
　図１１（ａ）に、各用紙の用紙情報に基づく用紙種判別処理によって判定された判別結
果（要ラフニング用紙又は否ラフニング用紙）の用紙のイメージ図を示し、図１１（ｂ）
に、本実施の形態４におけるラフニング処理が実行された後の用紙の束を構成する各用紙
のイメージ図を示す。なお、図１１（ｂ）においてラフニング処理が施された用紙は、一
端部にＶ字形状の切り欠け部が形成される用紙Ｐ１１～Ｐ１４、Ｐ１６～Ｐ１８である。
【０１３８】
　図１１（ａ）に示すように、用紙Ｐ１１、Ｐ１４、Ｐ１５が否ラフニング用紙であり、
Ｐ１２、Ｐ１３、Ｐ１６～Ｐ１８が要ラフニング用紙である場合であって、隣接用紙枚数
Ｎが３枚に設定されている場合において、用紙Ｐ１４を判定用紙として着目した場合の例
を説明する。
【０１３９】
　当該用紙Ｐ１４は、否ラフニング用紙であり、かつ、先頭用紙でないため、隣接する３
枚の前用紙群（用紙Ｐ１１～Ｐ１３）の用紙情報が読み出される。まず、直前用紙（用紙
Ｐ１３）に対して用紙種判別処理が実行され、直前用紙は要ラフニング用紙であるため、
残前用紙群（用紙Ｐ１１、Ｐ１２）に対して用紙種判別処理が実行される。残用紙群（用
紙Ｐ１１、Ｐ１２）のうち用紙Ｐ１１が否ラフニング用紙であるため、残前用紙群は全て
要ラフニング用紙ではない、即ち、判定用紙（用紙Ｐ１４）の前に要ラフニング用紙が３
枚連続していないため、判定用紙（用紙Ｐ１４）にラフニング処理が実行されることとな
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る。
【０１４０】
　図１１（ａ）に示すように、用紙Ｐ１１、Ｐ１４、Ｐ１５が否ラフニング用紙であり、
Ｐ１２、Ｐ１３、Ｐ１６～Ｐ１８が要ラフニング用紙である場合であって、隣接用紙枚数
Ｎが３枚に設定されている場合において、用紙Ｐ１５を判定用紙として着目した場合の例
を説明する。
【０１４１】
　当該用紙Ｐ１５は、否ラフニング用紙であり、かつ、先頭用紙でないため、隣接する３
枚の前用紙群（用紙Ｐ１２～Ｐ１４）の用紙情報が読み出される。まず、直前用紙（用紙
Ｐ１４）に対して用紙種判別処理が実行され、直前用紙は否ラフニング用紙であることか
ら、隣接する３枚の後用紙群（用紙Ｐ１６～Ｐ１８）の用紙情報が読み出される。
　そして、直後用紙（用紙Ｐ１６）に対して用紙種判別処理が実行され、直後用紙は要ラ
フニング用紙であるため、残後用紙群（用紙Ｐ１７、Ｐ１８）に対して用紙種判別処理が
実行される。
　残後用紙群（用紙Ｐ１７、Ｐ１８）は全て要ラフニング用紙である、即ち、判定用紙（
用紙Ｐ１５）の後に要ラフニング用紙が３枚連続している、判定用紙（用紙Ｐ１５）に対
するラフニング処理が禁止されることとなる。
【０１４２】
　以上のように、本実施の形態４によれば、実施の形態１と略同様の効果を得られると共
に、用紙の束を構成する用紙の種類が混在する場合であって、ラフニング処理が必要と判
別された用紙が予め設定された用紙数だけ連続した場合には、とじ強度が確保されるもの
として、当該連続した用紙に隣接するラフニング処理が不要と判別した用紙に対してラフ
ニング処理を禁止することができるため、冊子のとじ強度を確保しつつ接着剤の抑制を図
ることができる。
【０１４３】
　また、本発明は、上記実施の形態の内容に限定されるものではなく、本発明の主旨を逸
脱しない範囲で適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１４４】
【図１】画像形成装置及び後処理装置を備える画像形成システムの断面構成図である。
【図２】製本設定画面の例を示す図である。
【図３】画像形成システムの機能的構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態１におけるラフニング実行処理のメインフローチャートである。
【図５】用紙種判別処理のフローチャートである。
【図６】実施の形態２におけるラフニング実行処理のメインフローチャートである。
【図７】実施の形態３におけるラフニング実行処理のフローチャートである。
【図８】図８（ａ）は、各用紙の用紙情報に基づく用紙種判別処理によって判定された判
別結果の用紙のイメージ図であり、図８（ｂ）は、実施の形態３におけるラフニング実行
処理が実行された後の用紙の束を構成する各用紙のイメージ図である。
【図９】実施の形態４におけるラフニング実行処理のフローチャートである。
【図１０】実施の形態４におけるラフニング実行処理のフローチャートである（図９の続
き）。
【図１１】図１１（ａ）は、各用紙の用紙情報に基づく用紙種判別処理によって判定され
た判別結果の用紙のイメージ図であり、図１１（ｂ）は、実施の形態４におけるラフニン
グ処理が実行された後の用紙の束を構成する各用紙のイメージ図である。
【符号の説明】
【０１４５】
１　画像形成装置
２　後処理装置
２０　画像読取部
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２１　自動原稿送り部
２２　読取部
２２ａ　ＣＣＤ
３０　操作表示部
３１　タッチパネル
４０　プリント部
４１　給紙部
４１ａ　給紙トレイ
４１ｂ　給紙手段
４２　給紙搬送部
４２ａ　レジストローラ
４３　画像形成部
４３ａ　転写装置
４３ｂ　定着装置
４４　搬出部
５０　製本装置
５１　搬送部
５２　ラフニング部
５３　反転部
５４　用紙束収容部
５５　塗布部
５６　表紙供給部
５７　断裁部
５８　冊子形成部
５９　冊子収容トレイ
１００　本体制御部
１０１　ＣＰＵ
１０２　ＲＯＭ
１０３　ＲＡＭ
１１０　不揮発メモリ
２００　後処理制御部
２０１　ＣＰＵ
２０２　ＲＯＭ
２０３　ＲＡＭ
Ａ　画像形成システム
Ｂ１　自動ボタン
Ｂ２　ふつうボタン
Ｂ３　強いボタン
ｄ　原稿
Ｅ１　表紙印刷設定領域
Ｅ２　表紙印刷面設定領域
Ｅ３　表紙断裁設定領域
Ｅ４　とじ方向設定領域
Ｅ５　とじ強度設定領域
Ｅ６　背表紙幅設定領域
Ｅ７　表紙トレイ設定領域
Ｅ８　微調整設定領域
Ｇ１　製本設定画面
Ｐ　用紙
Ｔ１　原稿トレイ



(20) JP 2009-95979 A 2009.5.7

Ｔ２　手差しトレイ
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